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1. 審査基準書の位置付け 

本審査基準書は、桶川市（以下「市」という。）が桶川市道の駅整備事業（以下「本

事業」という。）を実施する民間事業者（以下「事業者」という。）を選定するにあ

たり、「桶川市道の駅整備事業者選定委員会」（以下「選定委員会」という。）にお

いて、最も優れた提案（以下「最優秀提案」という。）および次点となる提案（以下

「次点提案」という。）を選定するための方法、選定の基準等を示したものであり、

募集要項と一体のものとする。 

 

 

2. 審査方法 

事業者から提出された提案書に対して、資格要件、要求水準への適合、企業の財務

状況、事業計画、施設計画、維持管理計画及び資金計画等に関する評価により審査を

行う。 

なお、審査は次の方法で行う。 

（１） 委員による採点とする。 

（２） 応募事業者については、実名審査とする。 

 

 

3. 審査体制 

優先交渉権者の選定に当たり、外部委員 10 名で構成される選定委員会により、提案

書の審査を行い、最優秀提案及び次点提案を選定する。 

市は、選定委員会の審査結果を参考に、優先交渉権者及び次順位交渉権者（次点）

を選定する。市は、優先交渉権者と協議を行い、協議が調わない場合は次順位交渉権

者と協議する。 

 

 

4. 選定結果の公表 

選定結果は各提案者に個別に通知するほか、市ホームページにて公表する。 

公表内容は、次のとおりとする。 

（１） 優先交渉権者及び次順位交渉権者（次点） 

（２） 優先交渉権者の選定理由 

（３） 提案事業者名 

（４）選定委員氏名 
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5. 審査フロー 

審査の流れは以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 評価方法 

（１） 本事業においては、事業提案の内容に関する「技術評価点」と、事業全体 

の価格に関する「価格評価点」の併存による評価を行う。 

（２） 技術評価点と価格評価点の比率は、「技術評価点：価格評価点＝４：１」 

とする。 

（３） 技術評価点の評価は、各選定委員の評価の評価結果を得点化し、平均値を 

取るものとする。なお、技術評価点における平均値の有効数字は、小数点 

以下第３位を四捨五入し、有効数字は小数点以下第２位とする。 

（４)  技術評価点と価格評価点の和を総合評価とし、一番高い評価点を得た者を 

最優秀提案者とする。 

（５）一番高い評価点を得た者が複数いる場合は、技術評価点が最も高い者を 

最優秀提案者とする。 

（６）一番高い評価点を得た者が複数いる場合、かつ技術評価点と価格評価点が 

同店の場合は、くじにより最優秀提案者を選定する。 

要求水準への適合審査 

失格 

提案書の受付 

資格審査 

失格 

価格評価 技術評価 

総合評価 

選定委員会による最優秀提案及び次点の選定 

市による優先交渉権者及び次順位交渉権者の選定及び公表 

資格無しの場合 （参加資格要件を満たしているか） 

（要求水準を満たしているか） 

（要求水準をどのように満たすか） 

（評価項目に関して専門性 

を配慮した採点） 
（価格の採点） 

【第一次審査】 

要求水準を満たさない場合 

【第二次審査】 

（価格評価、技術評価 

の得点を合計して総合評価） 

質問・ヒアリング 
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7. 審査（評価）項目と配点 

（１）資格審査 

資格審査は、募集要項に示した資格要件、構成員の制限に基づき確認する。資格 

審査の結果提案施設の運営を行う企業の経営状況が悪く、事業の安定性が見込め 

ない場合には失格とする場合がある。 

 

（２）価格評価・技術評価 

 

ア 価格評価 

価格評価点の算出は、全事業費を対象とし、算出式は下表に示すとおりとする。 

算出式 配点 

価格評価点＝（最低提案価格／提案価格）×価格評価点の配点 60 

   ※価格評価点の算出においては、小数点以下第３位を四捨五入し、有効数字 

は小数点以下第２位とする。 

 

  イ 技術評価 

技術評価点の得点化については、各提案内容に４段階のランクを設け、その 

段階に応じた点数を与えるものとする。 

その判断基準と重みについては、下表のとおりとする。 

 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

評価内容 

具体性のある

特に優れた提

案がある 

具体性のある

優れた提案が

ある 

優れた提案が

なされている

が、具体性に

欠ける 

優れた提案が

なされていな

い 

(配点×％) 100% 75% 50% 25% 

 

技術評価の評価項目、評価の視点、及び配点は以下に示すとおりとする。 

要求水準への適合審査は、応募者から提出された提案書類等の各様式に記載 

された内容が要求水準書に示す要件をどのように満たしているかを確認する。 

（次ページの表の「様式№の欄」の様式は、予定募集要項公表までに決定す 

る。） 
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①事業全体 【３５点】 

評価項目 評価の視点  配点 様式 No. 

統一的な 
考え方 

① 整備計画などの既往計画を理解し、「桶
川らしさ、桶川ならでは」が事業全体を
通じて表現されているか。 

15 
様式Ⅳ-3-2 
(A4 版 6 枚以内)  

統
括

管
理 

安定
性 

① 事業を円滑に実施するための体制（意思決
定、役割分担・責任範囲明確化など）が示
されているか。 

15 

様式Ⅳ-3-3 
(A4 版 6 枚以内) 

 
様式Ⅳ-4-2～ 
様式Ⅳ-4-7 
(A3 版) 

② 適切な需要予測や収支見込に基づいた収
支計画となっているか。 

③ 事業実施状況や改善の必要性を適切に把

握し、改善できる提案となっているか。 

危機 
管理 

① 災害時や緊急事態（コロナ対応など）への
継続的な対応の考え方が示されているか。 

5 

様式Ⅳ-3-4 
(A4 版 2 枚以内) 
 ② 市等が行う災害活動に対する協力の考え

方（BCP 計画を含む）が示されているか。 
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②施設整備 【７５点】 

評価項目 評価の視点 
配
点 

様式 No. 

国との 
一体性 

① 国施設との一体性を踏まえた計画となって
いるか。 10 

様式Ⅳ-5-2 
(A4 版 4 枚以内) 
図面集(A3 版) 

施
設
整
備
の

計
画 

施設 
計画 

①  敷地の特性、周辺の公共施設等を活かした配
置計画と、動線計画が示されているか。 

15 

様式Ⅳ-5-3 
(A3 版 6 枚以内) 
様式Ⅳ-5-11 
(A3 版) 
図面集(A3 版) 

②  整備コンセプトを踏まえた機能・施設となっ
ているか。 

③  魅力あるデザインが示されているか。 

環境 
負荷
への 
配慮 

①  費用対効果が高く、メンテナンスが容易で、
計画的な修繕・更新のできる施設となってい
るか。 

10 

様式Ⅳ-5-4 
(A4 版 4 枚以内) 
 
図面集(A3 版) ②  

 

省エネルギー、再生可能エネルギーの活用、
3R（ごみ減量、資源有効活用、再利用）、カ
ーボンニュートラル、その他環境への負荷に
配慮した提案となっているか。 

景観
への 
配慮 

① 

 

敷地周辺に調和したデザイン等、景観に配慮
した計画となっているか。 5 

様式Ⅳ-5-5 
(A4 版 2 枚以内) 
図面集(A3 版) 

周辺

環境
の保
全へ
の配
慮 

① 

①  

生物多様性に配慮した計画となっているか。 

5 

様式Ⅳ-5-6 

(A4 版 2 枚以内) 
 
図面集(A3 版) 

② 石川川沿いの河津桜など周辺の環境や、住民
等の活動の活用等、周辺地域に配慮した計画
となっているか。 

安全 
の 
確保 

①  敷地内外の交通安全が確保されているか。 

10 

様式Ⅳ-5-7 

(A4 版 4 枚以内) 
 
図面集(A3 版) 

②  緊急時等を含め、施設利用者の安全が確保さ
れているか。 

③  昼夜を問わず、効果的な防犯対策が提案され
ているか。 

利便
性の
高い 
施設 

①  様々な人が、容易かつ快適に利用できる施
設、設備等の計画となっているか。 

10 

様式Ⅳ-5-8 
(A4 版 4 枚以内) 
 
図面集(A3 版) 

 ②  バリアフリーデザインに配慮した施設とな
っているか。 

工
事
計
画 

施工 
計画 

①  安全・騒音対策等、周辺住民への影響に配慮
した計画となっているか。 

5 

様式Ⅳ-5-9 
(A3 版 2 枚以内) 

②  各種申請等の期間を踏まえた適切な工程と
なっているか。 

工事
監理
計画 

①  必要に応じて確認や改善などの対応が可能
な計画となっているか。 5 

様式Ⅳ-5-10 
(A4 版 2 枚以内) 
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③維持管理 【１５点】 

評価項目 評価の視点 
配
点 

様式 No. 

業
務
計
画 

長期利
用への
考え 

①  本施設が長期に渡り安全に使い続けられ
るような維持管理の考え方が示されてい
るか。 

5 
様式Ⅳ-7-2 
(A4 版 2 枚以内) 

維持 
管理 
計画 

①  
 
施設維持に配慮した施設・設備の保守点
検、修繕等の計画となっているか。 

10 

様式Ⅳ-7-3 
 (A4 版 4 枚以内)  

②  常に衛生的で快適に施設を利用できる清
掃等の計画となっているか。 

 

 
④開業準備【１５点】 

評価項目 評価の視点 配点 様式 No. 

業
務
計
画 

取組み 
体制 

①  
 
開業日から業務を円滑に行えるような、市
と連携した農産物直売所等の運営準備、従
業員教育等の計画となっているか。 

10 
様式Ⅳ-6-2 
(A4 版 4 枚以内) 

ＰＲ 
計画 

①  
 
具体的で効果的な事前広報を行う計画と
なっているか。 

5 

様式Ⅳ-6-3 
(A4 版 2 枚以内) 

②  
 
魅力的な開業イベントの計画となってい
るか。 

 

 

⑤運営 【３０点】 

評価項目 評価の視点 配点 様式 No. 

運営形態 

①  施設の目的や機能に則した、適切な開業日
数、開業時間等が設定されているか。 

15 

様式Ⅳ-8-2 
(A4 版 6 枚以内) 

②  イベントスペースの利活用を考えた、予約
受付方法や施設使用料等の利用条件が設定
されているか。 

③  市外からの利用者にとって、再び訪れたい
と思われるような魅力的な施設運営となっ
ているか。 

地域貢献 
① 周辺地域の利用者にとって、生活必需品の

販売など、日常的に訪れやすい施設運営と
なっているか。 

5 
様式Ⅳ-8-3 
(A4 版 2 枚以内) 

業務計画 

① 「道の駅の魅力」を常に発信できる計画と
なっているか。 

10 

様式Ⅳ-8-4 
(A4 版 4 枚以内) 

② 施設の営業時間外や夜間の道路利用者の休
憩を考慮した、自動販売機の設置が提案さ
れているか。 
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⑥提案事項 【７０点】 

評価項目 評価の視点 配点 様式 No. 

物
販
施
設 

農産物
直売所 

①  市内農産物の安定的な供給や種類・数量の
拡大に繋がる取組みが提案されているか。 

10 

様式Ⅳ-9-2 
(A4 版 4 枚以内) 
 
様式Ⅳ-9-6(A3 版) 

②  販売手数料や納付金の料率が適切に設定さ
れ、市内農産品の優先的な取扱いや生産意
欲の向上に繋がる提案がなされているか。 

観光 
物産館 

① 「桶川市観光協会推奨品」の市内外へのPR
と積極的な販売方法や、優先的な取扱いに
ついて提案されているか。 

10 

様式Ⅳ-9-3 
(A4 版 4 枚以内) 
 
様式Ⅳ-9-6(A3 版) ② 販売手数料や納付金の料率が適切に設定さ

れ、「桶川市観光協会推奨品」の登録数の
向上に繋がる提案がなされているか。 

加工品 

① 
 

市内の農畜産物を活用した、魅力的な加工
品の商品開発及び販売を目的とした施設整
備が提案されているか。 

10 

様式Ⅳ-9-4 
(A4 版 4 枚以内) 

② 桶川市産の産品のブランディング実現に寄
与し、また生産した商品の開発と販売を促
進・支援する提案がされているか。 

飲食施設 

① 物販施設と連携して食材調達を行うなど、
創意工夫のある提案がされているか。 

10 

様式Ⅳ-9-5 
(A4 版 4 枚以内) 
 
様式Ⅳ-9-6(A3 版) 

② 桶川らしさを感じられる産品を利用したオ
リジナルメニューや商品の開発について提
案されているか。 

③  納付金の料率が適切に設定され、地域振興
に寄与する提案がなされているか。 

桶川の魅
力の発信 

① 道の駅を通じて「桶川市全体の魅力」を発
信する提案がなされているか。 

10 

様式Ⅳ-9-7 
(A4 版 4 枚以内) 

② 周辺施設や市内の観光資源、地域資源の活
用や連携により、市内周遊を促すような提
案がされているか。 

にぎわい
の創出 

①  地域活性化に寄与し、交流やにぎわいを創
出する提案がされているか。 

10 
様式Ⅳ-9-8 
(A4 版 4 枚以内) 

自主事業 
① 事業の目的に合致し、相乗効果が期待でき

るような独自の提案がされているか。 10 
様式Ⅳ-10-2 
(A4 版 1 枚以内/1 事業) 
様式Ⅳ-10-3(A3 版) 

※上記項目に該当しない、又は、判断できない提案については、選定委員会で協議のう

え、新たに評価項目を加える場合がある。 

 

（３）総合評価 

評価項目 配   点 

価格評価点 ６０点 

技術評価点 ２４０点 

合計 ３００点 

 


